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1 概要

デー タセン タに お け る 計算機 運 用の 運 用率を 向上さ せ る

方法と して ， 資源の 一 部を 適当なサー ビ スレ ベ ル ア グリ ー

メ ン トの 元に ， 予約ベ ー スで 貸し出す こ と に よ る 方法が 考

え ら れ る ． こ の 方法は ， 実際の 計算機 ， ネットワ ー ク， スト

レ ー ジを 用い て 実現す る こ と も で き る が ， 配線の 変更， OS

の イ ン ストー ル ， ア プ リ ケー ショ ン の デプ ロ イ など ， 膨大

な作業が 必要と なる ． こ れ を 低コストで 実現す る 方法と し

て ， 仮想化を 用い る 方法が 考え ら れ る ． わ れ わ れ は ， クラ

スタの 3 つ の 側面， す なわ ち ， 計算機 ， ネットワ ー ク， スト

レ ー ジを そ れ ぞ れ 仮想化す る こ と で ， 仮想クラ スタを 実現

した [1]． 計算機 の 仮想化に は VMWare を 用い ， ネットワ ー

クの 仮想化に は VLAN を ， ストレ ー ジの 仮想化に は iSCSI

を 用い た ． ま た ， 仮想クラ スタの 構築に は クラ スタデプ ロ

イ システム で あ る NPACI Rocks[2] を 用い る ． Rocks を 用

い る こ と に よ っ て ， 単なる 仮想ノ ー ドの 集合で は なく ，「 仮

想クラ スタ」 を 構築す る こ と が 提案 システム の 特徴で あ る ．

さ ら に ， 提案 システム そ の も の も Rocks に よ っ て 簡 便に 配

備す る こ と を 可能と した ．

2 提案 システム の 概要

本システム に は ， クラ スタプ ロ バ イ ダ， サー ビ スプ ロ バ

イ ダ， ユ ー ザの 三者が 関 与す る ． クラ スタプ ロ バ イ ダは 本

システム を 使用して 所有す る クラ スタを 管 理し， サー ビ ス

プ ロ バ イ ダに 提供す る 主体で あ る ． サー ビ スプ ロ バ イ ダは

クラ スタを 利用して ， ユ ー ザに サー ビ スを 提供す る ．

仮想クラ スタイ ン ストー ル の 様子を 図 1 に 示す ． 本シス

テム で は ， クラ スタマ ネー ジャ ， ゲイ トウ ェイ ， ノ ー ドの 三

種類の 計算機 を 仮定す る ． クラ スタマ ネー ジャ は 物理クラ

スタ仮想クラ スタす べ て を 管 理す る ノ ー ドで ， 管 理者は ク

ラ スタマ ネー ジャ に 対して Web イ ン ター フ ェイ スで ア クセ

スし， クラ スタの 予約を 行う ． ゲイ トウ ェイ は 外部ネット

ワ ー クと 内部ネットワ ー クの 双方へ の ア クセスで き る ．

仮想クラ スタを 利用す る サー ビ スプ ロ バ イ ダは ， クラ ス

タプ ロ バ イ ダに 対して 仮想クラ スタの 予約を 行う ． こ の 際

に 開始・ 終了時刻， ノ ー ド数， メ モ リ ， ディ スクサイ ズ， イ

ン ストー ル す る べ き ソフ トウ ェア ， 共有の 外部ストレ ー ジ

容量を 指定す る ． システム は ， 開始時刻が 来る と ゲイ トウ ェ

イ 上に 仮想フ ロ ン トエン ドを イ ン ストー ル す る (図 1中段)．

さ ら に 仮想ノ ー ドを 起 動し， 仮想フ ロ ン トエン ドか ら イ ン

ストー ル を 行う (図 1下段)． こ の 際， 仮想フ ロ ン トエン ド

と 仮想ノ ー ドの 間 の ネットワ ー クと して は ， 内部ネットワ ー
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図 1: 仮想クラ スタの イ ン ストー ル

ク上に 設け た VLAN を 用い る ． さ ら に ， privateネットワ ー

ク上に 存在す る iSCSI ター ゲットマ シン 上の 論理ボ リ ュ ー

ム を 払い 出し， ア クセス可能に 設定す る ． 仮想フ ロ ン トエ

ン ドが initiator と なり こ の 論理ボ リ ュ ー ム を マ ウ ン トし，

NFS で 仮想クラ スタ全体に 公開す る ．

3 今後の 課題

• ストレ ー ジ管 理の 高度化： 現在仮想ノ ー ドの ディ スク

イ メ ー ジは 各実ノ ー ド上の ディ スク上に 配備さ れ て い

る ． こ れ を iSCSIター ゲットに 集中さ せ る こ と で ， よ

り 柔軟な運 用が 可能に なる ． ま た ， 共有ディ スクに 関

して も ， GFS や PVFSなど の クラ スタフ ァ イ ル システ

ム を iSCSI と 組み合わ せ る こ と で ， 仮想フ ロ ン トエン

ドが ボ トル ネックに なる こ と を 避け る ．

• 複数クラ スタの 統合的運 用： 単一 の クラ スタで は ， 提

供で き る 資源に は 限界が あ る ． 複数の クラ スタ上に 仮

想的な単一 クラ スタを 形成す る こ と を 検討す る ．
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